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１ ０.４ｍの重さが６０ｇの針
はり

金
がね

があります。針金０.２ｍの重さは何ｇですか。また，針

金０.１ｍの重さは何ｇですか。それぞれ答えを書きましょう。（H30） 

 

  針金０.２ｍは０.４ｍの半分なので，重さも半分になる。 

  このことから， ６０÷２＝３０ 

    よって，針金０.２ｍの重さは３０ｇである。 

  また，針金０.１ｍは０.２ｍの半分なので，重さも半分になる。 

  このことから， ３０÷２＝１５ 

  よって，針金０.１ｍの重さは１５ｇである。 

 

  別の解き方）０.４ｍの針金の重さが６０ｇであることから，針金０.１ｍ，０.２ｍの

重さを求めるために，まず０.１ｍの重さを求める。 

        ６０÷４＝１５  

       よって，針金０.１ｍの重さは１５ｇである。 

       この値を２倍すると，針金０.２ｍの重さを求めることができるので， 

        １５×２＝３０ 

       よって，針金０.２ｍの重さは３０ｇである。 

                      

 

２ 体育の時間に，４０ｍハードル走を行います。 

次の図のように，ハードルとハードルの間がそれぞれ，５ｍ，５.５ｍ，６ｍになるよ

うにハードルを４台ずつ置いて，４０ｍのコースにＡ，Ｂ，Ｃの３つのコースをつくりま

す。 

４０ｍのコースにハードルを置いた図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

こうじさんは，ハードルとハードルの間が５ｍであるＡコースの，スタート地点から４

台目のハードルを置きます。 

 

 

 

 

 

 

Ａコースは，スタート地点から１台目のハードルまでが１２ｍで，ハードルとハードル

の間が５ｍです。 

スタート地点に，巻
ま

き尺
じゃく

の「０ｍ」のところをあわせると，Ａコースの４台目のハー

ドルを置くのは，巻き尺の何ｍのところになりますか。 

求める式と答えを書きましょう。（H28） 

 

  問題場面を図にすると， 

  スタート      １台目  ２台目  ３台目  ４台目 

    

１２ｍ ５ｍ ５ｍ ５ｍ 

   １２      ＋５   ＋５     ＋５ 

   １２      ＋５×３ 

 

スタート地点から１台目のハードルまでは１２ｍであり，ハードルとハードルの間 

が５ｍ，４台目のハードルまでには間が３あるので， 

１２＋５×３＝２７     

よって，２７ｍである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


